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高剛性ＣＮＣ旋盤と特殊形状工具を組み合わせた

ブローチ加工の革新的効率化技術の開発
従来のブローチ加工は、専用機が必要で洗浄など工程が多くなることから加工効率が低い。

本研究では、シミュレーションや実験を通じて特殊形状工具を開発し、汎用機による加工手法
を提案した。その結果、従来の加工法に比べ加工時間が半減する成果を得た。
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